
緑の健全な育成

SDGS

雨が上がった後も、しばらくは水やりが不要なほど土壌は湿っています。
雨センサより更に節水効果が期待できます。

過剰な水やりは
様々なリスクにつながります。
適正な水やりで緑も元気に！

適正な渇きで土壌の
貯水機能がUPします。
雨水の貯留や流出遅延効果で
都市型洪水の緩和に。

グリーンインフラとしての
ポテンシャルを取り戻す

必要な時に必要なだけの
潅水で、水資源を大切にし
水道代を節約。

コスト削減

土壌水分センサによる
  超節水の効果

SGI コントローラと土壌水分センサで、通常タイマー灌水に対し
約 70％以上の節水が秋や梅雨時は％以上の実績も（※一般的なタイマー潅水に対しての値です。）

68％68％

土壌水分センサによる
  超節水の効果

SGI コントローラと土壌水分センサで、約 70％ の節水が可能です。※



降水量 10mm以上 降水量 10mm未満

92.6％

85.8％



62.3％

・1日あたりの潅水量：8ℓ/m2、1系統あたり 100 ～ 200m2。
・タイマーによる年間の潅水日数：220 日
   （春 :4 日 / 週、夏 : 毎日、秋 :4 日 / 週、冬 :1 日 / 週）
・雨センサ利用時の年間の潅水日数：160 日
   （年間の降雨日数を 100 日程度と想定）

＜算出条件＞

・土壌水分センサによる節水効果は 70％想定。
・水道 /下水道料金の目安は東京都 (23 区 ) の計算方法を参照。
   （東京都水道局HP）
・基本料金は含まず、呼び径は 50 ～ 75mmを想定。
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